
縁側  畳屋兄ちゃんの 世間話 

   今年でエアコンなし生活９年目！！ 

皆がエアコンを使わなければ、街中で熱風を出さずに 

済むのになぁ．．．．皆が地産地消で体に良い食べ物を 

食べていたら、ガンやアレルギーで苦しむ人が少なくなるのになぁ．．． 

集団的自衛権、日本を守るための軍隊は持っていても構わないし必用だと 

     思う。戦争＝人殺しを、ビジネスにするのは絶対に反対したい。 

     先進国が都合よく使っている、中国という巨大な工場。 

     腐った肉を使った等、テレビで報道しまくってますが．．． 

責任を取らせるべきは末端でなく、大手外食産業でしょ。 

      

７月から ＮＰＯ法人・大阪精神障害者就労支援ネットワークより、 

就労体験者を１名受け入れている。３か月間の受け入れ期間で 

体験側も私たち受け入れ側も、新しい学びを得る機会となっております。 

 

「夏休みの工作 ミニ畳を作ろう！」他、公民館 

でのミニ畳作りイベントなど、７月８月合わせて 

１０回(参加者数合わせて４５名)の方たちと 

体験を通じて交流を楽しみました。 

オリジナルたたみカルタも活躍しました！ 

 

 

 

畳屋道場 元トラック運転手の 独立開業談話 

 ２００９年１月７日、無事に開業１周年を迎える事ができた。 

１月１５日、我が家に次女が誕生した。 

経営の方はと言うと、不安の方が大きい。 

次女は難産だった、へその緒が首に何重にも巻きついていて 

なかなか出てこれなかったので、赤ちゃんが入るＩＣＵ 集中治療室に入る事

になった。 

２００９年は、私と３歳の長女との２人暮らしで数か月を過ごすことになり、炊事 

洗濯、保育園の送り迎えをしながら、店の運営をやる事になった。 

母が病気をしてから、私は出来ないながらも料理を担当していたので、家事全

般は、あんまり苦にならないのですが、時間の制約に 

              頭を悩ませた。朝は９時ぐらいからでないと店を開けら       

              れないし、夕方は６時に終わらなければ、お迎えに遅 

              れる。売り上げを確保しなければならないので、効率 

              と段取りが命綱となる。子供が寝てから、早朝３時 

              から抜け出して作業するなど、大変だった。 つづく 

         畳屋兄ちゃんからお知らせ 

２０１４熊本県の観光と物産展 (１０月１０日～１０月１３日) 

会場 せんちゅうパル南広場     時間： １０時～１９時 

ゴトーたたみ製作所は、くまモンステージの一番近くで、熊本県 

産イ草を使った、ミニ畳作りのワークショップを担当します。 

熊本県大阪事務所、という所から突然電話がかかってきて 

「ホームページを見て、是非イベントに協力してもらいたい

と思い電話しました」という依頼でした。ホントびっくり！ 



   お盆休みは、社員の中西と交代で６連休して 

   お店としては、お盆も休まず営業していました。 

   盆明けの週に休みを頂きましたので、小豆島へ 

   １泊２日の旅を楽しみました。雨の予報もウソの 

   ように晴れ渡り、夏を満喫できました。 

 

        畳屋兄ちゃん通信が、 

        ホームページから閲覧・ 

        印刷できるようになりました。 

        この通信を発行するキッカケ 

       となったのは、「地域のお客様に特化した経営」という 

       方針を立てたからでした。記念すべき第１帖は、５００枚 

       しか発行していない希少な通信です。第１帖を配った後に 

       わざわざお店に来てお礼を言って帰られた方が居たので、 

       この通信はインターネットを使わずに、地域の方とつながる 

架け橋になってくれると考え、第２帖から５千枚、開業５周年記念の７帖から 

７千枚に増やして、２か月毎にポストへ配布させて頂いております。 

第１帖から第１７帖まで続けてこられたのも、地域のお客様のおかげです。 

いつも読んで下さっている方々のおかげで、私たちは力をもらっています。 

素直な心と謙虚さ、そして感謝の気持ちを持ち続けて頑張ります。 

 

               吹田市垂水町３－３５－２４ ２Ｆに 

                「江坂の洋書屋」という英語の古本・新書 

                を扱っているお店がある。江坂公園の近くです 

                ℡０６－６３８９－２００６ ＨＰも有ります。 

イ草農家の仕事  その壱 イ草の苗 

 株分け 

イ草は１２月から１月の寒い時期 

に田植えが始まります。 

イ草は種で増えるのではなくて、根っこの部分が増えて、新芽が 

伸びてきます。農家の方は「株が太る」と言いますが、ひとつの苗が 

新芽を増やして、独立した茎を伸ばしていく、株が増えたものを 

「株分け」して、たくさん苗を増やして行くのです。 

イ草の茎の中身「髄(ずい)」の部分が、しっかりしている物かどうかで 

良いイ草なのかを見る判断材料になります。改良品種は細身で 

綺麗ですが、太目でシッカリした在来種も本来の良さを持っています。 

ゴトーたたみ製作所 経営理念 

私達は、人 環境に優しい畳を住まいに取り入れる事によって、健康な未来

を約束します。 

 

私達は、畳という伝統に創造を加える事により、和の使者となって、最も身近

にある幸福と安らぎの空間を提供し、和職派の推進に努めます。 

 

私達は、陽だまりのように温かい経営を通じて、元気で明るい社会と未来を、 

地域の方々と共に育みます。 

ゴトーたたみ製作所  後藤 孝雄 

吹田市起業家交流会ａｔ江坂で出会っ

た方々の一人が「江坂の洋書屋」です、 

たくさんの方とコラボの輪を広げます。 


